令和元年度 耳鼻咽喉科夏期臨床フォーラム

■日時：令和元年7月13日（土）14:00～
■場所：東京大学山上会館 2F 大会議室

※演題発表は“発表7分”“討論3分”でお願い申し上げます！

■第１群（14:00～14:40）
座長　　吉田昌史　先生（公立昭和病院）

1．小児におけるミラーバイオフィードバック療法の効果について　
○馬場信太郎　（東京都立多摩総合医療センター）
2．舌下部神経鞘腫の二例
○東咲波、中屋宗雄　（多摩総合医療センター）
3．Mohs手術による止血が奏功したHPV関連中咽頭癌の一例	
○佐原利人、安原一夫、向井俊之、寺村侑、髙野智誠（竹田綜合病院）
4. 頸静脈球型グロムス腫瘍の再発・頭蓋内進展例
○森安仁、小山一、齋藤和也、大崎康宏、土井勝美（近畿大学病院）

■第2群（14:40～15:30）
[bookmark: _GoBack]座長　　越智篤　先生（埼玉協同病院）

5．顔面神経減荷術後に予期せぬ中等度伝音難聴をきたし、手術により改善し得た一例
○野内舞、井上雄太、木下淳、西村信一、畑裕子、奥野妙子　（三井記念病院）
6. 巨大真珠腫の一例について
〇韓成奎、浦中司、松本有、岩崎真一、山岨達也　(東京大学医学部附属病院)
7. CT値測定による鼻副鼻腔内反性乳頭腫と炎症性ポリープの鑑別
〇佐野奈央、菊田周、岸本めぐみ、清水裕也、近藤健二、山岨達也　(東京大学医学部附属病院)
8. 咽後膿瘍との鑑別を要した不全型川崎病の１例	
○中澤良太、明石健、黒子光貴、高橋雅章、土屋かほる、岸本誠司　(亀田総合病院)
9．中耳奇形術後長期経過して大きな側頭骨真珠腫を認めた症例
○石渡大貴、村上昌史、伊藤　健　（帝京大学）

■第3群（15:30～16:20）
座長	二藤隆春　先生（埼玉医科大学総合医療センター）

10. 経皮的気管切開術後に完全気管閉塞をきたした一例
〇菅澤駿一1、佐藤　拓1、加藤光彦1、後藤多嘉緒1、山内彰人1、古川麻世2、上羽瑠美1、山岨達也1 (1 東京大学医学部附属病院、2公立昭和病院)
11. 神経筋疾患患者への誤嚥防止手術の術式選択について
〇加藤光彦、佐藤　拓、菅澤駿一、後藤多嘉緒，山内彰人、上羽瑠美、山岨達也 (東京大学医学部附属病院)
12．下咽頭梨状窩瘻の一例
〇甲田研人、渡辺健太、渡部涼子、三澤建、小林万里菜、武田英彦　（虎の門病院）
13．経気管的に切除した迷走神経食道枝由来の神経鞘腫の１例
〇小林謙也、小村豪、吉本世一　（国立がん研究センター中央病院）
14．経頸的に手術した茎状突起過長症の一例
○石丸純子、長野源太郎、久田真弓、高橋一広、岸下定弘、中尾一成　（NTT東日本関東病院）


■休憩 ～Coffee Break～（16:20～16:40）

■話題提供（16:40～16:50）
「アレルギー性疾患治療剤　ルパフィン」    田辺三菱製薬株式会社

	■特別講演16:50～17：50　 　座長　山岨 達也 先生（東大病院）
「頭頚部癌の分子生物学的アプローチ」
神戸大学耳鼻咽喉科
教授　丹生健一　先生


共催：東京大学医学部耳鼻咽喉科教室・田辺三菱製薬株式会社
